存在を巡る Sagen と Nennen の秘密 : ハイデガー『存在と時間』を中心に by 高屋敷 直広
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こととして、後者が聖なるもの

















1　 以下、ハイデガーからの引用は、慣例に従い、『存在と時間』は単行新版（Sein und Zeit, Tübingen: Max Niemeyer, 18 Auﬂ., 
2001）を用い、略記 SZと頁数をアラビア数字で併記し、その他の著作はハイデガー全集（Gesamtausgabe, Frankfurt am 




























































5　 Vgl. Günter Figal, Erscheinungsdinge. Ästhetik als Phänomenologie, Mohr Siebeck, 2010, S. 140ff., 155ff.















10　 Vgl. E. Fink, Operative Begriffe in Husserls Phänomenologie, in: Franz- Anton Schwarz (Hg.), Nähe und Distanz. Phänomenologische 


















容すること」、「意味」といった重要な術語を「名付け」を通じ自ら名付けている（Vgl. SZ, 12, 19, 53, 111, 151, 
usw.）。これはある言葉に特殊な意味を託す随所で確認され、ハイデガーはそれらを総じて「実存疇」と呼ぶ。















11　 ちなみに『存在と時間』での両者の使用数（変化形含む）は、「言うこと」が 154箇所、「名付け」が 168箇所である。
Vgl. Rainer A. Bast, Heinrich P. Delfosse (Hg.), Handbuch zum Textstudium von Martin Heideggers ′Sein und Zeit′. Band 1, 
frommann- holzboog, 1980, S. 124f., 126f., 199, 229. 注意しておかなければならないのは、ハイデガー自身がテキストを通じ
て語っている、その語りの遂行の側面に着目するならば、言葉の問題に関わる他の術語や動詞以上に、かつまた関連す








疇」と言い換えられている上（Vgl. GA61, 86）、「実存疇」という表現も二度ほど使われ出す（Vgl. GA61, 117, 124）。第
三に、範疇の用法と明確に区別して「実存疇」という用語が使われるのは、『存在論』（1923SS）である（Vgl. GA63, 16, 
31）。同講義では、事実的な現存在の実存を解釈するための概念的な









































（Gerede）および思想史的な言説を批判的に表すために用いられるからである（Vgl. SZ, 318ff., 416, usw.）。
しかし、上記の使われ方を丹念に読み解くならば、「名付け」のように事柄の開示を狙う用法
















スの範疇論を解釈するトレンデレンブルクの名を挙げておく。Vgl. Friedrich A. Trendelenburg, Geschichte der 
Kategorienlehre, Verlag von G. Bethge, 1846, S. 11ff. （日下部吉信訳『カテゴリー論史』松籟社、1985年、第 4章参照。）
16　 また、デカルトの実体概念を批判する次の一節も参照。「我々は、『神は存在する』や『世界は存在する』といった諸陳
述の内で存在を言っている











































0 0 0 0 0 0 0 0 0
、実存疇としての意味の孕む内
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実が言われつつ
0 0 0 0 0 0 0
、その含意とともに意味が新たな相の下で名付けられている



































































ゴスの分析を行っている。Cf. Catalin Partenie, Imprint: Heidegger’s Interpretation of Platonic Dialectic in the Sophist Lectures 






付け」の固有の意義について修正を試みていることが分かる（Vgl. GA19, 595, 596, Anm.）。例えば次の指摘を参照。「ど
のようなものが名付けの解釈の意味、また現在の意味なのだろうか？保持する（Behalten）ということなのか。─第一に、
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（besagt）ことに従って
0 0 0 0 0 0
，ロゴス自身がその卓越した
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
様式において
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で言われている









































































0 0 0 0
とはレ
ゲインである。…中略…この命題は、言葉を語ることが現前するものの非覆蔵性から性起（ereignet）し、現
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（nennende）‐言いながら





42　 本稿は、2014年 11月 29・30日に東洋大学で開催された、日本現象学会第 36回研究大会で口頭発表した原稿を加筆・
修正したものである。
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